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緒 言

UrobilinogenはMesobilirubinogenとStercobilino

genと の2種 の 物 質 の 総 称 でFischer, H. Meyer-

Betz, F1) (1911), Lemberg, R. Lockwood, W. H. 

& Wyndham, R. A2), (1938), Watson, C. J.3) 

(1944), Baumgartel, T.4) (1950),ら は 正 常 屎 尿 中

には主 と してStercobilinogenと 微量 のMesobiliru

binogenが あ り病 的 屎 尿 中 に はMesobilirubinogenが

比 較 的多 量 に 存 在 す る こ とを 確 認 して い る.そ の 臨

床 的意 義 に就 いて は, Stich, W.5)中 野44),山 口45),

武 内46),西 山47),ら の 研 究 が あ る に も拘 らず 殆 ん ど

解 明 され て い な い 現 況 で あ る.著 者 はEhrlich氏

aldehyde反 応 陽 性 の 各 種 疾 患 患 者 尿 に つ い てFis

cher, H. & Libowitzky, H6),のMesobiliviolin反 応

を行 い,本 問 題 の 解 明 に つ き検 討 を 行 い,第1編 に

お いて報 告 した が,今 回 は 家 兎 を用 い 検 討 を 加 え,

臨床 的検 査 結 果 の裏 付 け を行 つ た.

実験材料並び に実験方法

1. 実験動物

体重2.5～3kgの 健康成熟 雄性家兎 を使用 した.

なお実験前に尿中Urobilinogenが 陰性 であ る こと,

溶血状態 の無い ことを確 めて 使用 した.

2.1. 肝障碍法

2.1. Chloroformに よ る肝 障碍 法

家兎体重 毎kg当 り, Chloroformを20%の 割 に

Olive油 に溶解 した もの1 .0ccを 後肢 大腿 部外 側筋

内に注射 した.注 射は隔 日に15～30回 程度 行つ た.

2.2. 四塩化炭素 によ る肝障碍 法

家兎体重毎kg当 り, 0.2ccを 隔 日に15～30回 程

度経 口的に投与 した.

2.3. 蟻 酸Allylに よる肝 障碍 法

家 兎 体 重 毎kg当 り, 30mgを 後 肢 大腿 部 外 側 筋

肉 内 に 隔 日 に15～20回 程 度 注 射 した.

3. 採 尿 法

家 兎 を 一 羽 づ つ別 個 の 箱 に入 れ,床 を 竹 簣 で つ く

り,下 部 を 漏 斗 状 と しそ の下 に 酸 化 を 防 ぐ目 的 で 黒

色 紙 で 被 覆 した 褐 色 瓶 を もつ て 採 尿 した.採 尿 は毎

24時 間 に 行 い 少 量 のToluolを 加 え腐 敗 を 防 い だ.

4. 肝 機 能 検 査 法

4.1. Urobilinogen反 応

定 性 的 に はEhrlichのAldehyde試 薬 をHildebrandtの

処 方 に よ り調 製 し使 用 した.定 量 的 に はHeilmeyer, 

L. &. Krebs, W7)の 方 法 に 準 じた.

4.2. Mesobiliviolin反 応

Fischer, H. & Libowitz, H.6)の 法 に做 い 行 つ た.

な お 詳 細 は 第一 編 記 載 の 方 法 に よ つ た.

4.3. 血 清膠 質 反 応

家 兎 の 耳 静 脈 よ り採血 し, 3000回 転5分 間 遠 沈 し

た後 の 血 清 を 使 用 した.

4.3.1. 高 田 反 応

Jezler氏 変 法8)に よ り行 つ た.

4.3.2. Thymol混 濁 試 験(T. T. T.)

Maclagan10)の 方 法 に よ り 行 つた.

4.3.3. Cephalin-Cholesterol絮 状 反 応(C. C. F.)

Hanger9)の 方 法 に よ り 行 つ た.

4.3.4. 塩 化Cobalt反 応

雲 の 方 法 に よ り行 つ た.家 兎 の 正 常 値 ほR2～R4

と した.

4.3.5. Bromsulphalein試 験(B. S. P.)

家 兎 体 重毎kg当 り10mgを 耳 静 脈 よ り 注 入 し,

注 入30分 後 に 反 対 側 の 耳 静 脈 よ り採血 し,型 の 如

く血 清 を 分 離 し,第 一 製 薬 基 準 液 を 使 用 して 比 色 し

た.注 入 色 素Bromsulphaleinは 第 一 化 学 薬 品3cc

中B. S. P. 150mg含 有 の も の を 使 用 した.家 兎 の
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正 常 値 はB. S. P.注 射 後10分 は10～12%, 30分5

%, 45分0%と した.

4.3.6. 血 清Bilirubin

Jendrassik & Cleghorn法 で 測 定 した.家 兎 の 正

常 値 は0.35～0.50mg/dlと した.

5.1. Paper Chromatography

5.1. Paper

独Schleicher & Schull Nr. 2043aを 使 用 し,使

用 に 際 し て 何 等 前 処 置 は 行 な わ な か つ た.

5.2. 試 料

各 種 肝 障 碍 剤 に よ り生 成 され た 肝 障 碍 家 兎 尿 を毎

24時 間 畜 尿 した もの にMesobiliviolin反 応 を 行 つ た

後, Chloroform抽 出 を 行 い,減 圧 乾 固 し得 られ る 褐

紫 赤 色 の 粉 末 を試 料 と した.

5.3. Mesobiliviolinの 精 製

Fischer, H.38)の 方 法 に よ り,第 一 編 記 戴 の 方 法

で 調 製 した.

5.4. 展 開

直 径7cm長 さ45cmの 硝 子円筒 に刻み 目の入 つ

たNo. 6の ゴム栓を施 して,展 開装 置 と な し,試 料

を原点 に直径5mm以 内に吸着 させ,桜 井39)の方法

に よりn-Butanol, Methanol, Ammonia (2:2:1)

を展開剤 と して室温下 一次元上昇法 を行 つた.展 開

は展開 剤が原点 よ り20cm前 後上 昇す るまで行 つた.

対 照 と して調製 したMesobiliviolinに つ いて も同様

の操 作によ り展開 した.

6. 病理 組織学的 検査

肝 障 碍 を 惹 起 させ た 家 兎 よ り開 腹 に よ り 目を追 つ

て 肝 組 織 を 採 取 し, Formalin固 定 並 び にCarnoy固

定 後 型 の 如 くParaffin切 片 を 作 り, Haematoxylin-

Eosin染 色 を 行 つて 検 討 し た .

実 験 成 績

1. Paper Chromatographyに よ るMesobilirubinogen

の 検 出,

Fischer, H.の 方 法 に よ り 結 晶Bilirubinよ り調

製 し たMesobilirubinogenを そ れ ぞ れ0.25, 0.5, 

1.0mg%の 割 合 にMethanolに 溶 か し,こ れ を対 照

と して 陽 性 度 の 規 準 を(±), (+), (〓)と した. 

Chloroform肝 障 碍 家 兎 群 で は被 検 尿152中Mesobili

violin反 応 陽性 度(±)20, (+)7, (〓)4で(±)

以 上 の 陽 性 度 を 示 した も の は31 (20.4%)で あ つ

た.四 塩 化 炭 素 に よ る肝 障 碍 家 兎 群 で は 被 検尿74に

対 しMesobiliviolin反 応 陽 性 度(±)5, (+)2, 

(〓)2で(±)以 上 の もの9 (12.1%)で あ り,蟻

酸Allylに よ る肝 障 碍 家 兎 群 で は 被 検尿27中Meso

biliviolin反 応 陽 性 度(±)以 上 を 示 す もの は皆 無

で あ り,い ず れ も高 度 の黄 疸 を 起 し死 亡 した.以 上

の 結 果 よ りChloroform肝 障 碍 家 兎 群 にMesobilivio

lin反 応 陽 性 を 示 す もの が 多 い.

2. 尿 中UrobilinogenとMesobiliviolin反 応

表1　 Urobilinogen濃 度 とMesobiliviolin反 応 と の 関 係

Chloroform肝 障 碍 時 に お け るUrobilinogen濃 度

とMesobiliviolin反 応 との 関 係 に つ いて 検 討す ると

第I表 の 如 くUrobilinogen濃 度0.05mg/dl以 下 の
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場 合49例 中2例 に の みMesobiliviolin反 応 偽 陽 性 を

示 すに と ど ま る.ま たUrobilinogen濃 度3mg/dlの

もので もMesobiliviolin反 応 陰 性 例 が み られ た.即

ちUrobilinogenとMesobilirubinogen量 の 間 に は 相

関性 が ない.

四 塩 化 炭 素 に よ る肝 障 碍 時 のMesobiliviolin反 応

とUrobilinogen濃 度 との 関 係 は 表 に示 す 如 くChloro

form肝 障 碍 時 と全 く同 様 の傾 向 を 認 め た.

表2の1　 Chloroformに よ る 家 兎 肝 障 碍 実 験

表2の2　 Chloroformに よ る 家 兎 肝 障 碍 実 験

表3の1　 四 塩化炭素に よる家兎肝障碍 実験

蟻酸Allyl肝 障 碍家兎群 では血清Bilirubin値 は

高度上昇 し,遂 に死亡 するに もかかわ らず尿 中Uro-
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bilinogen濃 度 の 上 昇 は 著 明 で な く,全 例Mesobiliviolin

反 応 陰 性 を 呈 し た.

表3の2　 四 塩化炭素 に よる家兎 肝障碍実験

表4　 蟻 酸Allylに よ る 家 兎 肝 障 碍 実 験

3. 肝障碍 時の各種肝 機能 検査成績

Chloroform,四 塩化炭 素,並 びに蟻 酸Allylに よ

る肝 障碍家兎 群の各種肝 機能検 査成績 を経 過を追 つ

て 追 及 す る と第2, 3, 4表 に 示 す 如 くな る. 

Chloroform,四 塩 化炭 素 に よ る肝 障 碍時 のUrobili

nogen濃 度 は蟻酸Allylの そ れに比 し著明 で あ る.

然 しなが ら, Urobilinogen濃 度 の上 昇は肝障 碍度 と

必 ず し も平行 せ ず, Mesobilirubinogenと も平 行 し

ない.

4. 各 種肝機能 検査成績 とMesobiliviolin反 応

a) 血 清膠質反 応 とMesobiliviolin反 応

高 田反応 とMesobiliviolin反 応 との関係は第5表

に示す如 くでChloroform障 碍家兎群 で は明 きらか

に相関 を認め,四 塩化炭素並 びに障碍群 では比較的

な相関 が認め られ た.

表5　 高 田 反 応 とMesobiliviolin反 応

T. T. TとMesobiliviolin反 応 と の 関 係 は 第6表

に 示 す 如 くでChloroform障 碍 家 兎 群 で は 比 較 的な

相 関 を 認 め るが 四 塩 化炭 素,蟻 酸Allylで は相 関は
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認められなか つた.

表6　 T. T. T.とMesobiliviolin反 応

表7　 C. C. F.とMesobiliviolin反 応

C. C. F.とMesobiliviolin反 応 と の 関 係 は 第7表

に示す 如 くで, Chloroform,四 塩 化 炭 素 で は 極 め て

良 い相 関 を認 め る が蟻 酸Allylに よ る肝 障 碍 家 兎 群

で は相 関 は認 め ら れ な い.

b) B. S. P.とMesobiliviolin反 応

B. S. P.とMesobiliviolin反 応 と の 関 係 は第8表

に 示 す 如 くでChloroformに よ る肝 障 碍 家 兎 群 で は

極 め て よい 相 関 を 認 め る が 四塩 化 炭 素 並 び に 蟻 酸

Allylに よ る肝 障 碍 家 兎 群 で は 相 関 は 認 め が た い.

表8　 B. S. P.とMesobiliviolin反 応

註.　30分 値%.

e) 血 清Bilirubin値 とMesobiliviolin反 応

血 清Bilirubin値 とMesobiliviolin反 応 と の 関 係

は第9表 に 示 す 如 くでChloroform ,四 塩 化 炭 素 に よ

る肝障碍 家兎群で は極 めて よい相関 を認め るが,蟻

酸Allylに よる肝障碍家兎群 では相 関 を 認 め な か

つた.

表9　 血 清Bilirubin値 とMesobiliviolin反 応
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5. 各 種 肝 機 能 検 査 別 に お け るUro

bilinogen反 応 とMesobiliviolin反 応 の

相 関 関 係.

各 種 肝 機 能 検 査 別 にUrobilinogen

反 応 陽 性 例 とMesobiliviolin反 応 陽 性

例 の 比 較 を行 つ て み る と第10表 の 如

くに な る.

高 田 反 応 疑 陽性 以 上 を とつ てMeso

biliviolin反 応 疑 陽 性 以 上 の場 合 と 比

較 す る と94.1%に お いて 一 致 す るが, 

Urobilinogen反 応 陽性 の 場 合 と で は

50.9%に 一 致 した. T. T. T.で はMeso

biliviolin反 応 陽 性 例 と は64.7%, 

urobilinogen反 応 陽 性 例 と は49.0%に

又, C. C. F.で は そ れ ぞ れ88.2%, 

62.2%と 相 関 を 示 した.次 にB. S. P

との 関 係 で は30分 値B. S. P.残 留5%

以 上 を 陽 性 とす る と, Mesobiliviolin反

応 陽 性 例 が82.3%と 相 関 した. Uro

bilinogen反 応 陽 性 例 は42.5%と 相 関

した.血 清Bilirubin値0.51mg/dl以

上 を 異 常 値 と す る とMesobiliviolin反

応 陽性 例 は40.0%, Urobilinogen反 応

陽 性 例 は28.8%と 相 関 を 示 した.

6. 各 種肝障碍 毒に よ る病 理組織 像

肝 切片の採取時 期を第 一回 目は肝 障

碍開始後 始めて尿Urobilinogen反 応 陽

性 を呈 した時期 に第二回 目は肝障碍 開

始 後2～3週 で尿Urobilinogen反 応 陽

性 が持続す る様 になつた時 期を 選び,
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第3回 目は更に進行 した と思 われ る時 期を選んで 行

つた.

Chloroform,四 塩化 炭素並 びに蟻 酸Allylに よ る肝

障碍時の組織像 の変 化は第11表 に一 括 して示 した.

著者の例 ではChloroformに よ る肝 障碍家兎 群並

びに四塩化炭 素に よる肝障碍家 兎群で は肝 細胞 の大

小不同,肝 細胞核　 肝細胞 の変性脂肪 化が認め られ,

星細胞 の腫大増殖が認め られ た.蟻 酸Allylに よる

肝障碍家兎群では早期 に死 亡 した例が 多か つた為か

内被細胞障碍や脈 管系の変 化は認め られず前2者 に

よる肝障碍家兎群 と同様肝細胞 不同,肝 細胞 核並 び

に肝細胞変性 を 認 めた. Mesobiliviolin反 応 陽性 の

場合の組織像では星細胞 の腫大,増 殖 な どの星細胞

反応が認め られ る例に必発で あ るが,肝 細胞 並びに

肝細胞核の変性 とは必ず しも完全な相 関は認 め られ

なかつた.

一方尿Urobilinogenが 最 初に陽性 とな る時 期即 ち

2～7日 頃 ではUrobilinogenは 一過 性に陽性 で短時

日で消失す るが組織像 がかな り著 明な変化 を示す時

期になると尿 中Urobilinogenは 毎常 陽性 となる.そ

の時期は3～4週 頃で組織 像で は慢 性肝炎 に匹適 す

る像 であ る.
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様 の所 見 を 得 て い る.さ て,こ れ らのUrobilinogen

の 生 成 に つ いて はMesobilirubinogenは 肝 臓 内 で 酵

素 作 用 に よ り, Stercobilinogenは 腸 管 内 で 腸 内細 菌

よ りそ れ ぞ れ 生 成 され る とい うBaumgartel,27)28)33)

T.の2元 説 とMesobilirubinogenはStercobilinogen

の前 駆 物 質 で, d-Urobilinogenと 共 に 腸 管 内 で 生 成

され る とす るWatson, C. J.29)3)ら の1元 説 が 提 唱

され て お り 教 室 松 井30),小 坂43)ら は 小 腸 内 容 を

Muller-Abbot氏 管 に て 採 取 検 討 し,腸 管 内 に て

Mesobilirubinogenよ りStercobilinogenが 生 成 さ れ る

こ と を 確 認 し,教 室 の 野 呂の 実 験 は あ るが,生 体 内

で の生 成 は 主 と してWaton, C. J.説 に よ る こ とを

明 らか に し た.さ て 肝 障 碍 時 に尿 中Urobilinogenの

増 量,就 中Mesobilirubinogenの 増 量 が み られ る こ

と は従 来 よ り認 め られ て 来 た こ とで あ るが そ の 意 義

に つ い て は不 明 で あ る.著 者 は 第 一 編 に お い てUro

bilinogenと 肝 機 能 検 査 と の 関 係 よ り もMesobiliru

binogen増 量 と肝 機 能 検 査 との 間 に よ り密 接 な 相 関

を 認 め た.そ こで こ れ ら の 関 係 を さ ら に 確 認 し, 

Mesobilirubinogenの 臨 床 的 意 義 を 明 らか にす る た め,

動 物 実 験 を 試 み た.著 者 の 場 合 最 も手 近 か で,潜 在

性 肝 障 害 の 混 入 を容 易 に 防 ぎ う る こ と の 出来 る家 兎

を 使 用 した.先 ずEhrlich氏Aldehyde反 応 陽性 尿

とMesobiliviolin反 応 と の 関 係 に つ い て 検 討 した と

ころ,各 種 条 件 下 で は必 ず し も一 致 した 結 果 が 得 ら

れ な か つ た.こ の成 績 は 第 一 編 の 人体 尿 に お け る 成

績 と 同 一 で あ る.

と ころ で 動 物 実 験 に お い て 尿 中Mesobilirubinogen

を 証 明 す る場 合, Mesobiliviolin反 応 物 質 を 同 定 し,

定 量 的測 定 を 行 うた め に は,人 体 例 の 如 くColumn 

Chromatographyに よ る こ と は 困 難 で あ る の で,著

者 はPaper Chromatographyを 応 用 し て満 足 す べ き

成 績 を え た.

各 種 肝 障 害 時 の 尿 中Mesobilirubinogenの 陽 性 率 は

低 く, Chloroform障 害 で(±)程 度 の も の を 含 み

20.4%,四 塩 化 炭 素 障 害 で12.1%,蟻 酸Allyl障 害

で0%で あ つ た.こ の 際 各 種 肝 機 能 検 査 とMeso

biliviolin反 応 との 関 係 を み る と, Chloroform障 害

例 で は 各 検 査 成 績 と よ く一 致 し,四 塩 化炭 素 障 害 で

はT. T. T.とB. S. P.試 験 を 除 け ば よ く相 関 した

が,蟻 酸Allyl障 害 で は各 検 査 と もに 相 関 性 を 示 さ

な か つ た.

こ れ ら の 成 績 か らMesobilirubinogenの 尿 中 出 現

は一 見 肝 実 質 障 害 と関 係 が あ る か に み え な が ら,全

く無 関 係 で あ る と の 印 象 を 受 け る.

Popper, H. & Schaffner, F.40)はChloroform,四
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塩化炭 素に よる肝障害時 の肝細織 の変 化は脂 肪変性

を伴 う中心性壊死,小 葉 中心 部の肝細 胞の水腫 状膨

化,静 脈洞 の閉塞,更 に 中間帯 の肝細胞 の変性 に伴

な う障害 度 の進行 を 挙 げ て お り, Leeffler & Nor

dmannも 静脈洞 の閉塞 に よ る肝 小葉 内の血 流障害

を挙 げてい る. Himsworth & Glynn21)は 四塩 化炭素

障害 にみ られ る小葉 中心性 の肝細 胞壊死 は間質細胞

膨 化に よ り静 脈洞 が狭 窄を起 し,局 所性 の無酸素状

態 を誘発 す るた め で あ る とし, Christie & Judah32)

は直 接に細胞 ミ トコ ン ドリア膜 の透過性 を増大す る

ため,呼 吸酵素系障 害 を 起 し, DPNの 減 少を惹起

す るた め であ ると してい る.蟻 酸Allylに よ る障害

につ いて はPopper, H.ら は内被細 胞障害 と脈管系

の変化 を重視 してい る.著 者 のえた成績 で はChloro

form,四 塩化 炭素 による障害 では肝細胞 の大小不 同,

肝細 胞核,肝 細胞 の変 性,脂 肪 化 を認 め,と くに星

細胞 の腫大,増 殖 がみ られ た.蟻 酸Allylに よ る障

害 で は,著 者 の各例 と も早 期に死 亡 した例 が多かつ

た為か,内 被細胞 障害 や脈 管系 の変化 は認 め られず,

前二 者 による障害 と同様に肝細胞 の変 化が主体 で あ

つ た.こ れ らの肝組織像 と尿 中Mesobilirubinogenの

消長 との関係 をみ る と,尿 中Mesobilirubinogen陽

性例 では星細胞 の腫大,増 殖は必発 であ るが,肝 細

胞 の変性,壊 死 は必 ず し も必 発で はなかつた.こ の

ことは先 の肝 機能検査 と尿 中Mesobilirubinogenと

の関 係が肝障 害の種類 によ り異 る異常 な成 績 を矛盾

な く肯定 させ る もので ある.即 ちMesobilirubinogen

の肝 内代 謝に は肝細 胞 よ りも肝網 内系(星 細胞)が

関与 す るこ とを実証 す る ものであ る.先 に教室 の野

呂35)は腸 管 よ り吸収 され たUrobilinogenは 肝細胞 で

肝 内網 内系 で処理 され るこ とを実証 した が,こ れ に

一致 す る成績 で あつ た.

次 に各種肝機 能検査 成 績 と尿Urobilinogen及 び

Mesobilirubinogenと の 相関性 を 検討す る と, Meso

bilirubinは 高 田, T. T. T., C. C. F., BSPと 高 い

相 関 性 を み と め る が,尿Urobilinogenは む しろ低 い

相 関 性 を 示 し て お り, Mesobilirubinogenが 肝 網 内

系 の 変 化 と強 い 相 関 性 を示 しな が ら,広 く肝 機 能 を

うか が う 意 味 か らMesobilirubinogen, Stecobilinogen, 

d-Urobilinogenを 総 括 したUrobilinogenよ り遙 か に

有 力 な 指 標 と な る こ とを 明 らか に した.こ の成 績 は

第 一 編 の 臨 床 成 績 を裏 付 け る もの で あつ た.

結 論

健 康 成 熟 家 兎 にChloroform,四 塩 化 炭 素 並 び に蟻

酸Allylを 投 与 し実 験 的 肝 障 害 を 惹 起 させ 同 時 に尿

中Urobilinogen陽 性 時 のMesobiliviolin反 応 と各 種

肝 機 能 検 査 と の 関 係 につ い て 検 討 し次 の 結果 を 得

た.

1. 尿 中Urobilinogen濃 度 とMesobiliviolin反 応

陽 性 と は比 例 的 関 係 を 認 め な い が 正 常 値 で はMeso

biliviolin反 応 は常 に陰 性 で あ る.

2. Mesobilivioln反 応 陽 性 の肝 組 織 像 で は 星 細 胞

反 応 が 強 く,肝 細 胞 変 性 度 と は必 ず し も 相 関 し な

い.

3. Mesobiliviolin反 応 陽 性 時 に高 田 反 応, C. C. F

陽 性 と は そ れ ぞ れ94.1%, 88.2%と 極 め て よ く相 関

す る. T. T. T.試 験 と は64.4%で や や 低 値 を 示 し,

血 清Bilirubin値 とMesobiliviolin反 応 陽 性 とは 相

関 は認 め られ な か つ た. B. S. P.障 害 度 とは82.3%

と よ く相 関 す る.一 方 尿 中Urobilinogen量 と これ ら

の 肝 機 能 との 間 に は相 関 性 が 低 い.

4. 従 つ てMesobilirubinogenの 処 理 は肝 網 内系 に

あ る と して も, Urobilinogenよ り も よ り 強 く肝 障害

を 表 示 す る もの で あ る と い え る.
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Author's Abstract

After inducing experimental liver injury in normal adult rabbits by the injection of 
chloroform, carbon tetrachloride, or allyl-formate the relationship between the mesobiliviolin 
reaction at the time when urinary urobilinogen is positive and the results of various examina
tions on liver function was studied simultaneously, and the following results were obtained.

1. There is found no proportional relation between the concentration of urinary urobilino

gen and the positivity of mesobiliviolin reaction, and when urobilinogen is at normal level, 
the mesobiliviolin reaction proves to be always negative.

2. The histological pictures of the liver when it is mesobiliviolin positive reveal a strong 
stellate reaction, showing a marked correlation, but there is not necessarily their correlation 
with the degree of liver cell degeneration.

3. At the time when mesobiliviolin reaction is positive, Takata's reaction and CCF give 
the rate of 94.1% and 88.2% respectively, showing a marked correlation with one another. 
TTT gives the rate of 64.4%, being somewhat lower, but there can be observed no correla
tion between the serum bilirubin level and the positivity to the mesobiliviolin reaction. The 
degree of BSP injury is 82.3%, showing a good correlation. On the other hand, between the 
urinary urobilinogen content and these liver functions there is no appreciable correlation.

4. Therefore, even assuming that mesobilirubinogen is disposed of by the liver endothelial 
system, it represents a more marked injury of the liver than urobilinogen.


